
取組事例 空き家の活用による新たなビジネス創出と移住定住の促進
（津別町）

津別町では、「空き家・空き店舗対策」や「企業誘致や起業支援」、「移住定住対策」を挙げる意見が多い
ことから、官民連携で新たな雇用を創出するとともに、移住定住につなげる取組を推進している。
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空家等情報登録制度の推進

〇主な取組
・平成30年10月に空き家バンクＨ

Ｐをリニューアルし、まちづく
り会社への業務委託により運営。

・空き家と移住の情報をまちづく
り会社の移住定住サポートデス
クで一元化し、包括的に対応。

道東エリアリノベーション・プロジェクト・イン津別
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関連数値目標・ＫＰＩ

推移 ※橙＝移住者数、青＝空き家バンク成約件数、灰＝新規事業者数

取組事例 空き家利活用の促進

空き家バンク
成約件数

０件
参考：１５件

１５件 ５０件 ３０％

新規事業者数 ０事業者 ３事業者 ２事業者 １５０％

取組の推進体制

事業の実施主体は行政だが、北海道つべつまちづくり株式会
社や道東エリアリノベーション・プロジェクト・イン津別実行
委員会と協働で推進している。

空き家バンク成約件数や移住者数、新規
事業者数がH30年度を境に増加している。

〇主な取組
・空き家利活用と新たな価値の創

出するプロジェクトとして実施。
・パイロット事業として「起業支

援型コワーキングスペース」と
「地域融合型ゲストハウス」を
一般参加型のリノベーションワ
ークショップで完成。

〇主な成果
・空き家バンクでの成約数がリ

ニューアル後に激増。

〇主な成果
・上記施設で町内外の交流が生ま

れ、それをきっかけとした移住者
や起業者も生まれている。


